
 

 

 

 

 

 

 

「広島ＡＩラボ」の活動開始について 

 

１ 要旨・目的 

  ＡＩのポテンシャルを十二分に引き出し、地域課題の解決と付加価値の創出を図るため、総

務局ＤＸ審議官内に、ＡＩの活用方法の探索を行う職員を専任で配置し、「広島ＡＩラボ」と

して探索・研究を実施する。 

 

２ 現状・背景 

ＡＩは急速に進展しており、社会を大きく変革する可能性を有しているものの、特に行政に

おいて、目まぐるしく変化する技術に十分に対応できておらず、ＡＩの活用方法を模索してい

る状況である。 

こうした中、本県においても、これまで様々なデジタル技術を活用し、行政サービスの向上

や業務効率化を図っているところであるが、ＡＩ、特に、進展著しい生成ＡＩを積極的に活用

し、新しい価値を生み出すようなアイデアを創出するため、ＡＩやデータの活用について探

索・研究を進めていく。 

 

３ 概要 

（1）配置先 

  総務局ＤＸ審議官内に配置（※ＤＸ審議官の指揮のもと活動を行う） 

  

（2）活動内容 

  ①業務内容 

ＡＩを導入するだけでなく、庁内の文化や風土を変え、新しい価値を創出するためのＡＩ

活用方策を探索・研究 

②構成等 

 県職員２名及び外部人材 

 ※外部人材は今後専門知識を有する者を募集予定（３名程度） 

【特色】 

 ・関係団体等へのヒアリング等を通じて、構成員自らテーマを設定する 

 ・各構成員がテーマに基づき、自由に探索・研究する 

・各構成員が自ら探索の「方向性」や「レベル感」を設定する 

 

（3）活動開始時期 

  令和６年９月 10日（火） 

 

令和６年９月 12日 
組織名 ＤＸ審議官 
担当者 ＤＸ推進担当部長 安藤 
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